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(57)【要約】
　本願発明のアンテナは、アンテナ層、グランド層、お
よび前記アンテナ層と前記グランド層との間に誘電体層
を含む。上記アンテナ層および上記グランド層は、三角
形の各辺の長さが異なる２つの同一の三角形の最大長の
辺で結合される２つの同一三角形の鏡像の形状内に、フ
ィギュアを形成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナ層と、
　グランド層と、
　前記アンテナ層と前記グランド層との間の誘電体層と、を含むアンテナであって、
　前記アンテナ層および前記グランド層の各層は、各多角形の最大長さの辺で結合される
２つの同一多角形の鏡像の形状内にフィギュアを形成し、そして前記各多角形の少なくと
も３つの辺は異なる長さである、アンテナ。
【請求項２】
　各多角形が、三角形である請求項１に記載のアンテナ。
【請求項３】
　各三角形が、直角三角形である請求項３に記載のアンテナ。
【請求項４】
　各直角三角形の少なくとも１つの内角が、３１～４４度の範囲内にある請求項３に記載
のアンテナ。
【請求項５】
　各直角三角形の少なくとも１つの内角が、３５～４０度の範囲内にある請求項３に記載
のアンテナ。
【請求項６】
　前記アンテナが、４分の１波長用のアンテナである請求項１に記載のアンテナ。
【請求項７】
　前記アンテナ層と前記グランド層とが、前記フィギュアの隣り合う２つの辺の各々で、
電気的に接続される請求項６に記載のアンテナ。
【請求項８】
　前記アンテナ層を前記グランド層に接続している電気的接続は、複数のメッキされたス
ルーホールによる請求項７に記載のアンテナ。
【請求項９】
　前記アンテナ層を励起させる導電性接続は、前記誘電体層を介して作成される請求項１
に記載のアンテナ。
【請求項１０】
　前記アンテナ層を励起させる導電性接続は、マイクロストリップの導波管によって形成
される請求項９に記載のアンテナ。
【請求項１１】
　前記アンテナ層を励起させる導電性接続は、メッキされたスルーホールによる請求項９
に記載のアンテナ。
【請求項１２】
　前記アンテナ層を励起させる導電性接続は、前記アンテナを患者に近接させたときに、
前記アンテナの帰還損失を最大にするように配置される請求項９に記載のアンテナ。
【請求項１３】
　前記アンテナの帰還損失は、前記アンテナが患者から５ｍｍの距離内に置かれたときに
、－１０ｄＢよりも良くなる請求項１２に記載のアンテナ。
【請求項１４】
　前記アンテナは、９０２～９２８ＭＨｚの範囲内で共振する請求項１に記載のアンテナ
。
【請求項１５】
　前記フィギュアは、４辺であり、前記対称軸に沿う前記フィギュアの長さは、約５１ｍ
ｍであり、前記フィギュアの少なくとも１つの内角は約７６度である、請求項１４に記載
のアンテナ。
【請求項１６】
　少なくとも１つの寸法は、人体の誘電率および透磁率に基づく請求項１に記載のアンテ
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ナ。
【請求項１７】
　患者に問合せ信号を放射する方法であって、
　アンテナを前記患者に近接させたとき、－１０ｄＢよりも良い帰還損失を保有するよう
に、前記アンテナを設定するステップと、
　前記アンテナを前記患者に近接させるように、前記アンテナを配置するステップと、
　前記アンテナを問合せ信号で励起させるステップと、を含む方法。
【請求項１８】
　前記問合せ信号を患者に放射するステップと、前記患者からの反射信号を受信するステ
ップと、をさらに含む請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記問合せ信号の周波数は、９０２～９２８ＭＨｚの範囲内にある請求項１７に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記アンテナは、対称軸の周囲において対称である、四辺の平面アンテナであって、前
記対称軸に沿った前記アンテナの長さは約５１ｍｍであり、前記アンテナの少なくとも１
つの内角は約７６度である、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の請求項は、２００６年９月２１日付けで出願された米国特許仮出願番号第６０／
８４６，４０８号の名称「胸部への無線問合せ用の変換器・アンテナ・プローブ」、２０
０７年４月５日付けで出願された米国特許仮出願番号第６０／９１０，３９４号の名称「
胸部への無線問合せ用アンテナ」、２００７年９月２０日付けで出願された米国特許仮出
願番号第６０／９７３，９７０号の名称「胸部への無線問合せ用アンテナ」、２００６年
９月２１日付けで出願された米国特許仮出願番号第６０／８４６，４０２号の名称「心肺
データ採取用の胸部構成部からの帰還無線信号の調整方法」、２００６年９月２１日付け
で出願された米国特許仮出願番号第６０／８４６，４０３号の名称「非侵襲性の生体イン
ピーダンス計測のための方法と装置」、および２００７年９月２０日付けで出願された米
国特許仮出願番号第６０／９７３,９８５号の名称「非侵襲性の胸部への無線問合せ用の
装置と方法」における利益を主張するものであり、上記文献での記載内容のすべてが、本
明細書において参照されることにより本願の請求項内に包含される。
【０００２】
　米国政府は、この発明に関する一括支払いライセンスを所有し、特許範囲の適切な条件
において、すなわち米国空軍特殊作戦軍（ＡＦＳＯＣ：Air Force Special Operations C
ommand）が授与する契約番号ＤＡＨ001-05-Ｓ-0144によって提供される条件の元において
、特許権保有者に対して第三者にライセンスさせることを要求できる限定された条件内に
おいて、権利を所有している。
【背景技術】
【０００３】
　肺動脈カテテールで侵襲的に実施される血行動態モニタリングは、重症患者の看護にお
いて通常のこととなっていた。最近まで、血行動態モニタリングは、肺動脈カテテールの
侵襲性の特質、カテテールの挿入およびカテテールの維持で要求される専門知識、並びに
潜在的な患者生命への危険を防ぐのに要求される用意周到な注意と努力のために、重症管
理室、手術室、および、時には救急診療部での実施に制限されていた。認可された侵襲性
の血行動態モニタリングの方法には、フィック法、染料指示薬希釈法、熱希釈法が含まれ
る。
【０００４】
　現在、接触インピーダンスによる心拍記録法が、患者の血行動態の非侵襲性モニタリン
グの１つのタイプとして提供可能となっている。肺動脈カテテールによる侵襲性の血行動
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態モニタリングと異なって、非侵襲性接触インピーダンスによる心拍記録法は、重症患者
の看護に限定されるものではない。非侵襲性の継続した血行動態モニタリングは、どのよ
うな医療分野においても有効であり、たとえば外来患者の治療から重症管理室における治
療においても有効である。どのような医療分野においても、医療サービス機関は、侵襲性
の手段によらずに、患者の血行動態に関する情報を得ることを要求している。
【０００５】
　従来の接触インピーダンスによる心拍記録法は、低振幅の交流（ＡＣ）電圧テスト信号
を直接患者の胸部に取り入れることで実施される。この方法は、皮膚に接触する電極を使
用することで実施される。心臓系における導電性の変化が、主として心臓を経由する血流
による導電性の変化が、電圧信号として身体に取り入れられた電流を変調させる。変調さ
れた電流信号は、情報信号を運搬しており、受信器/比較器によって、元々のＡＣ電圧テ
スト信号と比較されることで、心臓のインピーダンス波形が取り出される。変調信号の直
流（ＤＣ）成分は、胸部における固定すなわち基線の電気的インピーダンスＺｏを示し、
変調信号のＡＣ成分は、胸部における時間的に変化する心臓のインピーダンス波形ΔＺ/
Δｔを示すことになる。接触インピーダンスによる心拍記録法の従来技術は、米国特許番
号５,４２３,３２６号、５,４４３,０７３号、および５,３０９,９１７号内において開示
され、説明されており、その内容は、本明細書において参照として包含されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　接触インピーダンスによる心拍記録法の従来技術は、侵襲的技術を超えた画期的な進歩
であるが、未だいくつかの使用上の制限を有している。この方法は、患者の胴体に数個の
電極を注意深く設置することを要求する。このことは、重要な欠点には見えないかもしれ
ないが、病院の緊急治療室から医療の応急処理アリーナ（arena）への移動における、継
続した非侵襲的な血行動態のモニタリングにとって障害となっている。この医療の応急処
理アリーナとは、軍隊における戦場、自然災害、または他の緊急医療用シナリオ（scenar
io）を含むような、実質的に緊急のあらゆる現場状況を包含する。
【０００７】
　無線問合せ信号（interrogation signal）の反射信号の変動分は、従来の接触インピー
ダンスによる電圧測定で検出される信号内の変動分とほぼ同一の方法で、心臓の情報を取
り出すように処理できることが発見されている。無線問合せ信号の反射信号が、人体内に
存在するさまざまな物質に無線信号が衝突した結果として変化を受けていることを理解さ
れるであろう。無線の反射信号は、従来の接触インピーダンス測定法における人体を経由
して導かれた低周波インピーダンス用テスト信号のように、特に導電性物質に電気的に鋭
敏であり、また、無線の反射信号は、変化する血液量、流速、および可能であれば心臓の
機械的活動を反映する赤血球の配列の動的変化によって、少なくとも部分的に振幅および
位相において変調されることが既に発見されている。無線問合せ信号の反射信号は、従来
の接触インピーダンス測定法で使用されている、伝播する電圧テスト信号のように、固定
/基線の成分（Ｚｏに相当）および比較的ゆっくりした時間（１００Ｈｚまたはそれ以下
の周波数）で変化する成分（ΔＺ/Δｔに相当）の両方を、少なくとも第１次の成分およ
び第２次の成分として有している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願発明は、簡単に説明すると、アンテナ層、グランド層、および、上記アンテナ層と
上記グランド層との間の誘電体層を含むアンテナを包含するものである。上記アンテナ層
および上記グランド層は、各辺の長さが異なる２つの同一形状の三角形で、該同一形状の
三角形の最大長の辺で結合される２つの三角形の鏡像の形状内に、フィギュア（figure）
を形成する。
【０００９】
　上述の要約も、また以下の「発明を実施するための形態」における説明も、添付図面と
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併せて読むことで、より一層理解されることであろう。本願発明を説明する目的で、上記
図面内に好ましく存在する実施例を示す。然しながら、本願発明は、本説明書内に示され
た明確な配置および手段に制限されるものでないことは理解するべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ＲＦＩＩアンテナ組立品の好ましい実施例の側面図である。
【図２】アンテナ層を示すＲＦＩＩアンテナ組立品の好ましい実施例の“底面”側の平面
図である。
【図３】ＲＦＩＩアンテナ組立品の好ましい実施例の断面Ａ－Ａにおける断面図である。
【図４】ＲＦＩＩアンテナ組立品の好ましい実施例の断面Ｂ－Ｂにおける断面図である。
【図５】ＲＦＩＩアンテナ組立品の好ましい実施例の断面Ｃ－Ｃにおける断面図である。
【図６】アンテナ層の好ましい寸法を示すアンテナ層の好ましい実施例の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１－３に関連して、ＲＦＩＩアンテナ組立品（assembly）１０の好ましい実施例の機
能ブロック図が表示されており、この組立品は、無線周波問合せ信号を生成し、無線周波
問合せ信号の反射された信号を受信して処理するためのものである。ＲＦＩＩアンテナ組
立品１０は、アンテナ３２および測定システム２２を含む。測定システム２２は、好まし
いことに送信器、受信器、および無線周波問合せ信号の反射信号を解析するためのオンボ
ードのマイクロプロセッサを含む。ＲＦＩＩアンテナ組立品１０が、モニターすべき人間
（以後、患者と記載）に近接して置かれるとき、マイクロプロセッサは、無線周波問合せ
信号の反射信号が、心臓の正当なインピーダンス信号と有効な相関にあるドプラー変調を
有しているか否かを決定する。また、マイクロプロセッサは、無線周波問合せ信号の反射
信号に付加された特徴、例えば無線周波問合せ信号の反射信号によって示される血行動態
パラメータを決定することが可能である。
【００１２】
　また、測定システム２２は、無線周波問合せ信号の反射信号に関するマイクロプロセッ
サによる解析結果を、遠隔地に無線で送信するために、第２の送信器および第２のアンテ
ナを含むことも可能である。
【００１３】
　ＲＦＩＩアンテナ組立品１０は、好ましいことに、９０２～９２８ＭＨｚの産業、科学
、および医療用（ＩＳＭ：industrial, scientific and medical）バンドの周波数で、無
線周波問合せ信号を生成させ、さらに好ましいときには、９１５ＭＨｚで無線周波問合せ
信号を生成させる。然しながら、当業者が既に理解されるように、ＲＦＩＩアンテナ組立
品１０の周波数は、９０２～９２８ＭＨｚのＩＳＭバンドの周波数に制限されることはな
い。
【００１４】
　図１に関連して、ＲＦＩＩアンテナ組立品１０の側面が表示されている。ＲＦＩＩアン
テナ組立品１０は、好ましいことに５層の積層品からなっている。好ましくは、アンテナ
３２は、ＲＦＩＩアンテナ組立品１０の底部上の銅のアンテナ層１２、銅のグランド・プ
レーン層１６、および、グランド・プレーン層１６からアンテナ層１４を分離させる誘電
体層１４を含む。アンテナ層１２は、好ましいことに０.５オンス（１４.１７ｇ）の銅か
ら形成され、グランド層１６は、好ましいことに１.０オンス（２８.３５ｇ）の銅から形
成される。然しながら、上記銅の厚さは、決定的なことではない。好ましいことに、誘電
体層１４を含む物質は、１０を超える誘電率を有し、９１５ＭＨｚの周波数において０.
００３未満の散逸係数を有する。アンテナ３２の好ましい実施例において、誘電体層は、
厚さ２５ミル（０.６１ｍｍ）のロジャース（Rogers）３２１０のセラミックによって提
供され、このセラミックは、誘電率１０.２を有するガラス繊維織物で強化された積層品
で満たされている。然しながら、セラミック以外で満たされた積層品の誘電体を使用する
こともできる。
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【００１５】
　測定システム２２は、好ましいことにＲＦＩＩアンテナ組立品１０の表面側の印刷回路
基板（ＰＣＢ：printed circuit board）上に構築される。測定システム２２が構築され
るＰＣＢは、誘電体層１８と印刷回路層２０とを含む。好ましい実施例において、ＰＣＢ
層１８は、厚さ３１ミル（０.７９ｍｍ）のＦＲ４のガラス繊維エポキシ樹脂のＰＣＢ用
材料から製作される。然しながら、ポリイミド、セラミック、またはテフロン（登録商標
）材質のような別の材質も、ＰＣＢ用材料として使用することができる。印刷回路層２０
は、０.５オンス（１４.１７ｇ）の銅からなる回路パターンおよびグランドパターンを含
み、これらのパターンは、ＰＣＢ層１８上に積層処理される。図１および図３に示すよう
に、メッキされたスルーホール２２、２２ａは、送信器の出力をアンテナ層１２に提供し
、またアンテナ層１２の出力を受信器に提供するために、アンテナ層１２および印刷回路
層２０の間の接続を提供する。
【００１６】
　使用中、ＲＦＩＩアンテナ組立品１０は、患者の心臓領域に近い患者の胴体の上に、ユ
ーザによって置かれる。無線周波問合せ信号の反射信号が、要求されている心臓の情報を
運搬していることが検出されると、マイクロプロセッサは、好ましいことに、アンテナ３
２が適切な位置に置かれ、要求されている心臓のデータが得られていることを意味するユ
ーザ宛の信号を生成する。
【００１７】
　一般的には、電磁エネルギーを送信及び/又は受信するためのアンテナは、空中すなわ
ち自由空間の方向へ、または空中すなわち自由空間の方向から、電磁エネルギーを放射ま
たは受信するのに使用される。一般的なアンテナに反して、本願のアンテナ３２は、無線
周波問合せ信号の電磁エネルギーを、極端に短い距離すなわち０.０１ｃｍ～１０ｃｍの
距離で、人体の胸部領域まで伝播するようにデザインされている。当業者は理解されてい
るように、共振周波数、駆動点インピーダンス、およびアンテナ３２のような共振用アン
テナの帰還損失は、アンテナ３２の近接場における媒体の誘電率、透磁率、および導電率
によって影響される。人体の誘電率、透磁率、および導電率は、自由空間の誘電率等とは
著しく相違するので、アンテナ３２の寸法、およびアンテナ３２の励起箇所の位置は、患
者がアンテナ３２の近接場内にいるときの動作のために、相違することになる。
【００１８】
　胸部内の心臓本体までの数ｃｍを０.０１ｃｍ～１０ｃｍに加味する距離は、アンテナ
３２が９１５ＭＨｚの周波数の信号で励起されているとき、アンテナ３２の近接場内に存
在すると見なされる。本願発明の目的のために、「近接」と言う語句は、患者がアンテナ
３２の近接場内にいるように、アンテナ３２を配置するときを特定するために使用される
。
【００１９】
　ＲＦＩＩアンテナ組立品１０の好ましい実施例において、アンテナ３２は、通常パッチ
アンテナと呼ばれるプレーナ・タイプのアンテナであり、好ましくは４分の１波長のデザ
インのプレーナ・タイプのアンテナである。好ましいアンテナ３２は、おおよそ１.２イ
ンチ（３.０５ｃｍ）および１.５インチ（３.８１ｃｍ）の寸法であり、この寸法のパラ
メータが、超高周波の無線信号を放射し、そして帰還の無線信号を受信することを最適化
する。すなわち、この寸法が、送信器から比較的短距離で受信される無線信号を、患者の
被服を通過し、患者の胸部まで浸透し、そして、少なくとも心臓部まで浸透するように放
射させ、さらに、血液および他の胸部の内臓物からの反射によって生成される帰還の無線
信号を受信し、この受信信号を受信器に提供することを最適化する。
【００２０】
　図２に示すように、アンテナ層１２およびグランド層１６の好ましい実施例は、２つの
同一の名目上の直角三角形の形状内に各々の層が存在し、各々の層の鏡像が、凧のような
形状のアンテナ３２を形成するように、各直角三角形の斜辺において結合している。周波
数９１５ＭＨｚでアンテナ３２を動作させるために、図６に示すように、各直角三角形の
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斜辺は、すなわちアンテナ３２の長さは、好ましくは５１ｍｍとし、各直角三角形の短い
方の辺の長さは好ましくは３１ｍｍとし、各直角三角形の長い方の辺の長さは好ましくは
４０ｍｍとしている。結果として、好ましいアンテナ３２を形成する各直角三角形の内角
は、名目上９０度、５２度、および３８度であり、２つの三角形によって形成される四辺
形の角度は、各々９０度、１０４度、９０度、および７６度を作り出している。
【００２１】
　当業者は、無線周波問合せ信号が、好ましい周波数９１５ＭＨｚから変化するとき、ア
ンテナ３２の各寸法は、無線周波問合せ信号の周波数に反比例して変化させることになる
ことは理解されるであろう。さらに、各直角三角形の鋭角における内角は、正確に５２度
および３８度に限定されることはない。各直角三角形の小さい方の鋭角における内角の角
度は、３１度から４４度の間のいずれかの角度にすることができ、さらに好ましくは３５
～４０度にすることができ、同時に大きい方の鋭角は、相補する角度にすることができ、
このときのアンテナ３２は、本願発明の精神および範囲の内に含まれる。
【００２２】
　また、アンテナ３２は、２つの三角形から構築されるとき、必ずしも直角になる内角を
含む必要はない。さらに、アンテナ３２は、２つの同一直角三角形の鏡面から構築するば
かりだけでなく、各多角形の最大長の辺で結合させる同一多角形の鏡面のからも構築する
ことができ、このときのアンテナ３２は、各多角形が、多角形の少なくとも３つの辺を相
違する長さで有することになる。
【００２３】
　凧の形状による効果は、アンテナ３２の帯域幅を広げることになる。好ましいことに、
アンテナ３２の帯域幅は、例えばアンテナ３２を製作するときの製作公差に適応させて、
無線周波問合せ信号の周波数のどのような不確実性に対しても適用させることになる。好
ましい実施例において、アンテナ３２の１０ｄＢ帯域幅は、１４～３０ＭＨｚの範囲内に
おいて隣接する媒体に影響されることになるが、しかしアンテナ３２の形状を変えること
により、この帯域幅は、一層大きくも一層小さくもすることができる。
【００２４】
　従来の４分の１波長のアンテナのように、アンテナ３２は２つの端部２５ａ、２５ｂを
有し、この端部において、アンテナ層１２がグランド層１６および２つの端部２６ａ、２
６ｂに導電的に接続され、この２つの端部２６ａ、２６ｂは、アンテナ層１２およびグラ
ンド層１６の銅を囲む裸の誘電体のマージン（margin）領域と共に開放されている。好ま
しい実施例において、図４に示すように、アンテナ層１２およびグランド層１６の間の導
電性接続は、一連のメッキされたスルーホール２４、好ましくは名目上の直径０.０２イ
ンチ（０.５ｍｍ）のスルーホールによってなされる。一連のメッキされたスルーホール
２４は、アンテナ３２の２つの短辺側において、アンテナ層１２およびグランド層１６の
間に短絡回路の接続を提供するのに役立ち、アンテナ３２に４分の１波長モードの動作を
強要することになる。
【００２５】
　図３および図６に示すように、スルーホール２２は、アンテナ３２の水平方向の中央線
上で、かつアンテナ３２の垂直方向の中央線から約７ｍｍ離れた箇所において、アンテナ
層１２内に配置される。スルーホール２２は、ＲＦＩＩアンテナ組立品１０を経由して延
びている。スルーホール２２の直径は、コネクター、例えばＳＭＡコネクターの中心導体
を受け入れるために、名目上０.０５６インチ（１.４２ｍｍ）になっており、このスルー
ホール２２は、アンテナ３２をテストするためにＲＦＩＩアンテナ組立品１０の表面上に
一時的に固定するときに、上記コネクターを受け入れる。スルーホール２２の側面２２ａ
は、導電性の材料によってメッキされており（すなわち、メッキされたスルーホールを形
成し）、こうして、このスルーホールは、送信器と受信器の構成成分およびアンテナ層１
２の間に、無線信号を導くようにしている。また、送信器と受信器の構成成分は、ＲＦＩ
Ｉアンテナ組立品１０の表面上において印刷回路層２０に好ましく取り付けられている。
また、図３は、メッキされたスルーホール２６を示しており、名目上の直径は、０.０２
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分とアンテナ・グランド層１６とを接続するように、ＰＣＢ層１８を経由して延びている
。図３に示すように、メッキされたスルーホール２６は、メッキされたスルーホール２２
を囲んでいる。メッキされたスルーホール２２とメッキされたスルーホール２６との組み
合わせは、マイクロストリップの導波路構造を形成し、この導波路構造が、印刷回路層２
０に取り付けられている送信器と受信器の構成成分およびアンテナ層１２の間において、
無線信号を導くようにしている。
【００２６】
　ＲＦＩＩアンテナ３２の好ましい実施例において、スルーホール２２は、駆動点インピ
ーダンスを提供ように配置され、この駆動点インピーダンスが、心臓のインピーダンスを
測定するときに、無線問合せ信号の最も強力に反射する信号を提供してくれる。ＲＦＩＩ
アンテナ３２の好ましい実施例において、上記駆動点インピーダンスは、患者の人体がＲ
ＦＩＩアンテナ３２の近接場内に存在するときに、約５０オームになるように選択される
が、別のインピーダンス値を選択することもできる。
【００２７】
　自由空間において、ＲＦＩＩアンテナ３２からの放射パターンは、アンテナ３２に平行
な平面内で実質的に全方向に放射されるパターンであり、約－１０ｄＢの最大ゲインを有
している。好ましいことに、ＲＦＩＩアンテナ３２からの自由空間での帰還損失は、約－
２.７ｄＢである。好ましいことに、ＲＦＩＩアンテナ３２が、胸部に対して１ｍｍから
５ｍｍｍの範囲内に配置されるとき、ＲＦＩＩアンテナは、－２０ｄＢより良い帰還損失
が得られる。然しながら、－１０ｄＢに等しい悪い帰還損失が、本願発明の精神と範囲内
に存在する。好ましいことに、調整されたアンテナは、自由空間において、約３０ＭＨｚ
で１０ｄＢの帯域幅を有しており、そして患者の胸部に対して５ｍｍｍの範囲内に配置さ
れたとき、約１４ＭＨｚで１０ｄＢの帯域幅を有している。好ましいことに、人体に侵入
するＲＦエネルギーの総量は、アンテナ３２から到着するパワーの４５％になると計算さ
れている。好ましいことに、アンテナ３２は、胸部に対して５ｍｍｍの範囲内に配置され
たとき、最大の機能を有し、しかも胸部から最大で２００ｍｍの距離までも有用である。
【００２８】

　当業者は、本願の広い発明の概念から離脱することなく、種々の変更が、上述の実施例
に対して実施できることを理解するであろう。従って、本願発明は、開示した特定の実施
例に制限されることは無く、添付クレームに記載された、本願発明の精神と範囲内の変形
例に及ぶことになることを理解されるであろう。
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